
要
旨
浅
井
了
意
の
仏
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
は
、
了
意
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
生
存
し
た
学
僧
恵
空
の
雑
著
類
と
多
く
の
面
で
一
致
す
る
。

恵
空
の
雑
著
と
は
、
漢
籍
「
竹
窓
随
筆
」
に
倣
う
『
梨
窓
随
筆
」
・
「
閑
窓
和
筆
』
で
あ
っ
た
。
当
時
、
「
随
筆
」
な
る
書
名
は
、
故
事
集
に

対
し
て
も
付
け
ら
れ
た
。
了
意
が
、
あ
え
て
件
の
書
名
と
時
代
の
風
潮
を
無
視
し
た
の
は
、
商
品
と
し
て
の
書
物
を
著
作
す
る
姿
勢
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
工
夫
と
学
識
は
功
罪
半
ば
し
て
、
了
意
の
怪
異
小
説
を
「
作
品
」
か
ら
再
び
唱
導
話
「
材
」
へ
解
体
さ
せ
る
結
果
を

も
生
ん
だ
。

浅
井
了
意
の
仏
書
と
そ
の
周
辺

和

田
恭
幸
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近
年
、
中
世
期
に
お
け
る
仏
教
経
典
の
注
釈
と
説
話
文
学
等
と
の
関
係
が
鮮
や
か
に
解
明
さ
れ
て
き
た
。
近
世
期
に
至
り
、
経
典
の
注

釈
書
は
、
商
業
出
版
機
構
の
確
立
・
読
者
層
の
拡
大
に
よ
り
、
多
数
の
刊
行
を
み
る
。
た
と
え
ば
、
水
戸
藩
儒
酒
泉
竹
軒
の
書
簡
に
「
近

（
１
）

代
之
出
来
本
ハ
皆
仏
書
二
て
御
座
候
」
（
貞
享
二
年
）
と
嘆
き
の
言
葉
が
綴
ら
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
読
者
層
の
拡
大
と
大
量
生
産
は
、
自

（
２
）

ず
と
内
容
・
方
法
に
低
レ
ベ
ル
化
を
誘
う
。
そ
し
て
、
低
レ
ベ
ル
な
経
典
注
釈
な
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
裾
野
に
広
が
る
分
野
も
庶
民
に
近
い

位
置
の
内
容
と
な
る
。
こ
こ
に
、
通
俗
仏
書
を
近
世
小
説
研
究
の
俎
上
に
上
げ
る
必
然
性
も
生
じ
る
。

ま
た
、
翻
案
怪
異
小
説
の
手
法
を
世
に
送
り
出
し
た
浅
井
了
意
は
、
一
方
で
は
経
典
の
俗
解
書
た
る
「
鼓
吹
」
物
の
大
家
で
あ
っ
た
。

（
３
）

了
意
仏
書
に
収
載
さ
れ
た
中
国
怪
異
談
の
数
々
は
、
同
じ
く
了
意
作
の
仮
名
草
子
「
堪
忍
記
」
（
万
治
二
年
刊
）
と
多
数
一
致
す
る
。
こ
の

事
例
は
、
注
釈
と
説
話
の
関
係
が
、
通
俗
注
釈
と
教
訓
故
事
集
・
怪
異
小
説
と
い
っ
た
具
合
に
、
時
代
と
即
応
す
る
形
式
で
移
行
し
た
、

文
学
史
の
一
様
相
を
示
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
浅
井
了
意
と
は
、
そ
う
し
た
文
学
史
の
転
換
地
点
（
変
質
の
現
場
）
に
立
つ
人
物
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
れ
ば
、

鼓
吹
物
の
存
在
を
、
了
意
の
仮
名
草
子
、
こ
と
に
怪
異
小
説
・
教
訓
故
事
集
の
諸
作
品
と
切
り
放
す
こ
と
な
く
、
本
来
と
も
に
あ
る
べ
き

存
在
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
推
論
な
り
研
究
視
点
を
可
能
に
す
べ
き
具
体
的
証
拠
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な

い
。
了
意
仏
書
と
前
時
代
の
書
物
と
の
連
携
・
乖
離
は
お
ろ
か
、
同
時
代
的
な
僧
侶
の
著
作
と
の
比
較
も
試
み
ら
れ
て
は
い
な
い
。
つ
ま

り
、
文
学
史
以
前
に
、
同
時
代
的
あ
り
方
か
ら
し
て
不
明
な
の
で
あ
る
。

以
下
、
上
述
の
推
論
に
せ
ま
る
べ
き
基
礎
作
業
と
し
て
、
了
意
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
学
僧
恵
空
の
著
作
、
そ
の
他
の
故
事
集
を
と
り
あ
げ
、

了
意
仏
書
の
志
向
を
知
る
べ
き
具
体
を
見
て
い
き
た
い
。

は
じ
め
に
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紀
州
の
恵
空
（
寛
永
二
十
～
元
禄
四
年
没
）
は
、
浄
土
真
宗
か
ら
天
台
宗
に
転
じ
た
学
僧
で
あ
る
。
生
涯
に
著
す
三
十
余
の
書
物
に
、

「
節
用
集
大
全
」
莚
宝
八
年
刊
）
、
「
徒
然
草
参
考
」
莚
宝
六
年
刊
）
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
禄
四
年
に
遷
化
し
た
浅
井
了
意
と
は
同
時

代
の
人
物
で
、
し
か
も
そ
の
活
動
は
古
典
注
釈
・
啓
蒙
教
訓
の
双
方
に
渡
る
。
た
だ
し
、
社
会
的
位
相
に
お
い
て
は
、
了
意
と
立
場
を
異

（
４
）

に
す
る
。
多
く
の
場
合
、
恵
空
の
著
作
が
、
檀
信
徒
の
助
縁
に
頼
る
出
版
形
態
を
と
る
故
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
両
者
の
比
較
か
ら
導
き
出

さ
れ
る
結
論
も
、
初
め
か
ら
用
意
さ
れ
る
が
ご
と
く
、
学
者
と
作
家
の
違
い
し
か
見
え
て
は
こ
な
い
だ
ろ
う
。

だ
が
、
本
稿
の
目
的
は
敢
え
て
そ
の
具
体
を
知
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
同
時
代
の
学
僧
の
関
心
を
知
る
こ
と
な
く
、
乖
離
の
み
を
論
じ
て

み
て
も
、
奇
妙
に
孤
立
し
た
了
意
像
し
か
結
び
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
徒
労
を
厭
わ
ず
、
恵
空
の
著
作
を
渉
猟
し
て
み
た
い
。

恵
空
の
著
作
中
、
雑
著
と
お
ぼ
し
き
『
梨
窓
随
筆
」
（
寛
文
十
二
年
刊
）
・
『
閑
窓
和
筆
』
莚
宝
七
年
刊
）
の
二
書
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

「
梨
窓
随
筆
』
に
は
『
梨
窓
二
筆
』
（
同
年
刊
）
・
『
梨
窓
三
筆
」
（
天
和
二
年
刊
）
の
続
編
が
存
在
す
る
。

で
は
、
「
梨
窓
随
筆
」
・
「
閑
窓
和
筆
」
の
内
容
は
い
か
よ
う
で
あ
る
の
か
。
了
意
と
の
比
較
上
、
注
目
す
べ
き
は
三
点
で
あ
る
。
第

一
は
、
俗
信
の
考
証
。
第
二
は
、
故
事
説
話
と
中
国
怪
異
談
に
関
す
る
条
項
。
第
三
に
は
、
芸
能
風
俗
の
紹
介
・
考
証
で
あ
る
。
ひ
と
ま

ず
、
内
容
紹
介
の
た
め
「
梨
窓
随
筆
」
「
梨
窓
二
筆
」
・
「
閑
窓
和
筆
」
か
ら
、
俗
信
の
考
証
を
［
Ｉ
］
、
故
事
説
話
・
中
国
怪
異
談
に
関

す
る
条
を
［
Ⅱ
］
、
芸
能
風
俗
の
紹
介
・
考
証
を
［
Ⅲ
］
と
し
て
抽
出
し
、
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

［
Ｉ
］
俗
信
考
証

（
梨
窓
随
筆
・
二
筆
）

｜
、
恵
空
の
「
随
筆
」
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（
梨
窓
二
筆
）
十
八
琵
琶
法
師
、
（
閑
窓
随
筆
）
下
’
八
偲
偲
師
、

以
上
に
み
る
条
項
は
、
本
来
、
庶
民
教
化
に
注
が
れ
る
べ
き
知
識
の
集
積
に
違
い
な
い
。
件
の
条
項
が
、
少
な
か
ら
ず
「
真
俗
仏
事
編
」

（
享
保
十
三
年
刊
）
と
一
致
す
る
故
で
あ
る
。
引
合
に
出
す
『
真
俗
仏
事
編
』
は
、
概
念
的
な
仏
教
語
よ
り
、
法
務
の
実
際
に
必
要
不
可
欠

な
知
識
を
提
供
す
る
一
種
の
仏
教
語
辞
書
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
日
で
も
檀
家
に
位
牌
の
説
明
を
す
る
際
な
ど
、
実
用
に
供
す
る
。
つ

ま
り
、
こ
こ
に
い
う
庶
民
教
化
も
、
教
義
の
宣
布
で
な
く
、
寺
の
日
常
法
務
に
属
す
る
類
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
［
Ⅲ
］
の
存
在
は
、
教
化
に
し
て
は
好
事
に
過
ぎ
よ
う
。
や
は
り
、
恵
空
の
学
識
が
「
徒
然
草
参
考
』
等
の
古
典
注
釈
に
傾

上
’
二
世
俗
ノ
浮
説
ヲ
雑
へ
弁

，
二
一
爪
杖
ヲ
呼
テ
麻
姑
ノ
手

［
Ⅲ
］
芸
能
風
俗
の
紹
介
・
考
証

作
ノ
仏
、
上
’
二
岡

下
’
十
六
降
童
、
一

［
Ⅱ
］
故
事
説
話
、
一

（
梨
窓
随
筆
・
二
筆
）

二
筆
’
四
熊
野

（
閑
窓
和
筆
）

上
’
六
経
帷
子

作
ノ
仏
、
上
’
一

下
’
十
六
降
童

随
筆
’
三
地
昼

（
閑
窓
和
筆
）

経
帷
子
、
上
’
七
世
俗
六
道
銭
、
上
’
八
竈
ヲ
北
二
向
カ
ハ
シ
メ
ズ
、
上
’
九
生
見
魂
、
上
’
十
五
招
魂
、
上
‐

、
上
’
二
四
死
霊
供
ヲ
享
ク
、
下
’
二
世
俗
夜
ノ
枕
二
摸
ノ
字
ヲ
書
ス
、
下
’
二
世
俗
門
ノ
柱
二
馬
ノ
頭
ヲ
掲
グ
、

ウ
プ
ス
ナ

サ
イ
ノ
カ
ミ

ハ
降
童
、
下
’
一
三
四
十
二
歳
ノ
疫
、
下
’
二
六
子
携
テ
産
宮
二
詣
す
、
下
’
三
二
道
祖
、

事
説
話
、
中
国
怪
異
談

世
俗
ノ
浮
説
ヲ
雑
へ
弁
ズ
、
上
’
三
入
胎
、
上
’
四
郭
巨
、
上
’
十
雷
神
、
上
’
十
三
片
岡
ノ
飢
人
、
上
’
十
六
張
博
望
、
上

爪
杖
ヲ
呼
テ
麻
姑
ノ
手
ト
曰
フ
、
下
，
一
禽
獣
能
ク
言
う
、
下
’
九
肉
ヲ
割
テ
親
ノ
病
ヲ
差
ス
、

熊
野
午
王
、

地
獄
目
前
ニ
在
り
、
随
筆
’
四
生
身
二
畜
生
ト
成
ル
、
随
筆
’
六
現
報
、
二
筆
’
十
一
牛
二
牽
レ
テ
善
光
寺
二
参
ル

二
筆
’
六
鬼
門
、
二
筆
’
十
七
夷
大
黒
附
子
祭
、
二
筆
’
二
十
葬
頭
河
ノ
翁
婆
、

十
七
春
日
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け
ら
れ
た
事
跡
に
も
、
原
因
が
存
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
『
閑
窓
和
筆
』
上
巻
六
～
七
は
葬
式
の
習
俗
に
ま
つ
わ
る
条
で
あ
る
。
六
の
経
帷
子
は
、
今
日
で
も
葬
儀
屋
が
用
意
し
て
く
れ

る
死
出
の
旅
装
束
の
こ
と
。
上
’
七
の
六
道
銭
も
同
様
、
今
日
な
お
続
く
納
棺
の
習
俗
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
恵
空
は
、
中
国
の
書
物
と

照
合
し
た
後
、
「
世
俗
ノ
風
流
ニ
シ
テ
、
釈
氏
ノ
法
ニ
ァ
ラ
ズ
、
（
六
道
銭
を
）
棺
二
入
テ
モ
難
ナ
シ
。
得
道
ノ
人
ノ
コ
ノ
ム
事
ニ
ア
ラ
ズ
」

と
見
解
を
下
す
。
さ
ら
に
、
密
教
に
も
似
た
作
法
が
存
在
す
る
が
、
「
深
意
ア
リ
」
と
し
て
俗
信
と
区
別
す
る
。

俗
信
を
極
端
に
忌
避
す
る
真
宗
に
前
歴
を
も
つ
故
か
、
密
教
を
「
深
意
」
と
し
て
棚
上
げ
し
、
な
お
か
つ
俗
信
儀
礼
に
対
し
て
は
「
得

道
ノ
人
ノ
」
云
々
と
、
さ
り
げ
な
く
拒
絶
す
る
。
そ
こ
に
は
、
学
を
渡
世
と
す
る
僧
侶
の
弁
疑
の
姿
勢
が
看
取
で
き
る
。

だ
が
、
考
証
の
方
法
は
了
意
に
代
表
さ
れ
る
通
俗
仏
書
と
さ
し
て
変
ら
な
い
。
ま
ず
は
、
「
事
祖
二
曰
ク
」
云
々
と
し
て
三
行
の
漢
文

を
引
用
し
、
紙
銭
の
存
在
を
紹
介
す
る
。
次
い
で
、
「
冥
報
記
ヲ
案
ズ
ル
ニ
鬼
ノ
用
ユ
ル
銭
ハ
ス
ナ
ハ
チ
紙
ノ
銭
ナ
リ
。
（
中
略
）
カ
ノ
国

ニ
ハ
亡
魂
ノ
忌
日
ニ
ナ
レ
バ
紙
ノ
銭
ヲ
焼
テ
タ
ム
ク
ル
コ
ト
ア
リ
」
と
実
例
を
出
す
仕
方
で
あ
る
。

こ
れ
と
比
較
す
る
了
意
の
著
作
は
『
善
悪
因
果
経
直
解
』
（
寛
文
七
年
刊
）
で
あ
る
。
ま
ず
経
典
の
「
師
公
」
の
語
に
対
し
て
、
「
師
公

ハ
硯
部
也
。
之
ヲ
公
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
広
韻
二
曰
ク
」
と
辞
書
的
説
明
を
行
う
。
諸
々
の
中
国
害
か
ら
用
例
を
引
き
、
次
い
で
『
酉
陽
雑

俎
』
か
ら
「
此
時
、
巫
現
、
壇
ヲ
設
ヶ
供
ヲ
備
へ
、
幣
ヲ
立
テ
祝
ス
」
（
原
漢
文
）
と
、
実
例
に
あ
た
る
記
事
を
拾
い
出
す
。
経
典
注
釈
に

あ
り
が
ち
な
方
法
で
、
際
立
っ
た
特
徴
は
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
い
え
ば
、
恵
空
と
て
も
こ
の
時
代
の
例
外
で
な
く
、
了
意
ら
と
同
等
の

方
法
し
か
持
ち
え
て
い
な
い
事
実
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
［
Ⅱ
］
の
故
事
説
話
・
怪
異
談
の
条
項
に
話
を
進
め
た
い
。
「
梨
窓
二
筆
』
十
一
「
牛
二
牽
レ
テ
善
光
寺
二
参
ル
」
は
、
今
日
で

も
よ
く
知
ら
れ
た
説
話
で
あ
る
。
資
料
面
で
は
、
慶
長
年
間
の
作
成
と
推
定
さ
れ
る
掛
幅
「
善
光
寺
参
詣
曼
茶
羅
」
藤
井
寺
市
小
山
善
光

（
５
）

寺
蔵
）
に
描
か
れ
る
ほ
か
、
「
枯
杭
集
』
（
寛
文
八
年
刊
）
、
『
婦
人
養
草
」
（
元
禄
二
年
刊
）
、
は
た
ま
た
『
哩
言
集
覧
」
に
も
登
載
さ
れ
る
。
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朝
俗
話
、
牛
ニ
ヒ
み

（
６
）

典
拠
考
証
で
あ
る
。

件
の
説
話
に
対
す
る
恵
空
の
考
証
は
、
「
三
宝
感
応
録
ヲ
読
ム
。
亦
似
ダ
ル
事
跡
ア
リ
。
唐
ノ
豫
州
ニ
ヒ
ト
リ
ノ
老
母
ア
リ
。
（
中
略
）
本

朝
俗
話
、
牛
ニ
ヒ
カ
レ
テ
善
光
寺
ニ
マ
イ
ル
ト
ハ
、
コ
レ
等
ノ
故
事
ョ
リ
オ
コ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」
云
々
で
、
中
国
の
書
物
を
用
い
た
一
種
の

類
ノ
人
ヲ
載
ス
・
」
と
教
誠
す
る
。

（
７
）

「
迪
吉
録
」
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
了
意
の
仮
名
草
子
『
堪
忍
記
」
の
根
幹
を
な
す
典
拠
で
あ
っ
た
。
加
え
て
『
堪
忍
記
」
は
、
旧

（
８
）

稿
に
述
べ
た
ご
と
く
、
了
意
の
仏
書
と
深
い
連
携
を
も
つ
。
か
く
て
、
善
光
寺
・
現
報
・
雷
神
の
各
条
に
は
、
了
意
の
仏
書
・
仮
名
草
子

の
双
方
に
も
通
づ
る
、
中
国
怪
異
談
へ
の
関
心
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
日
本
の
巷
間
説
話
に
関
し
て
、
い
か
よ
う
で
あ
る
の
か
。
『
閑
窓
和
筆
」
上
「
春
日
作
の
仏
」
は
、
世
に
「
春
日
の
作
」
と
称

さ
れ
る
仏
像
、
な
ら
び
に
仏
師
春
日
に
関
す
る
考
証
で
あ
る
。
件
の
仏
像
は
、
略
縁
起
の
宝
品
目
録
に
も
登
場
す
る
一
種
の
名
物
で
、

「
行
基
菩
薩
一
刀
三
礼
」
「
恵
心
僧
都
御
作
」
に
准
ず
る
嘘
っ
ぽ
い
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
種
の
霊
異
を
も
よ
お
す
存
在
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
具
体
は
、
「
因
果
物
語
」
（
平
仮
名
本
で
は
巻
四
’
七
「
名
作
の
仏
に
奇
特
あ
る
事
」
）
に
記
す
怪
異
談
の
ご
と
く
で
あ
る
。
と
り
も

な
お
さ
ず
、
「
因
果
物
語
」
の
「
名
作
の
仏
」
と
は
、
「
春
日
の
御
作
の
釈
迦
多
宝
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
恵
空
の
関
心
は
、
中
国
種
だ
け

で
な
く
、
日
本
的
な
通
俗
仏
教
啓
蒙
の
仮
名
草
子
と
も
近
似
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
例
は
、
他
に
も
存
在
す
る
。
『
梨
窓
随
筆
」
八
に
、
「
今
、
予
ガ
住
ス
ル
浄
福
寺
二
釈
尊
八
相
八
幅
ノ
図
ア
リ
。
此
図
ハ
寛
文

年
中
二
、
善
覚
僧
都
ト
ト
モ
ニ
漢
筆
ノ
絵
ヲ
書
写
セ
リ
。
井
二
八
相
記
ア
リ
」
と
、
自
坊
の
什
物
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
「
毎
年
ノ
ー

次
に
、
「
梨
窓
随
筆
』
六
「
現
報
」
に
目
を
移
し
た
い
。
こ
の
条
は
「
大
明
勧
善
録
二
載
、
宋
乾
道
三
年
二
、
江
州
ト
ィ
フ
ト
コ
ロ
ニ

大
水
出
タ
リ
」
で
始
ま
る
中
国
怪
異
談
を
記
す
。
さ
ら
に
、
『
閑
窓
和
筆
」
十
「
雷
神
」
の
条
は
、
「
雷
ノ
神
霊
ア
ル
コ
ト
ハ
、
仏
儒
ノ
通

論
ナ
リ
」
と
述
べ
、
諸
々
の
説
話
を
断
片
的
に
綴
っ
た
後
、
「
ミ
ナ
ソ
ノ
自
ノ
罪
ニ
ョ
リ
テ
、
雷
二
打
テ
死
ス
。
ソ
ノ
外
迪
吉
録
ニ
コ
ノ
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実
は
、
こ
う
し
た
分
野
を
最
も
得
意
と
し
た
の
が
了
意
で
あ
る
。
旧
稿
に
述
べ
た
ご
と
く
、
了
意
の
鼓
吹
物
は
儒
仏
論
争
を
積
極
的
に

（
Ⅲ
）

と
り
あ
げ
、
論
争
の
定
石
手
段
を
利
用
し
た
中
国
怪
異
談
の
列
載
を
行
う
。
了
意
の
「
仏
説
十
王
経
直
談
」
（
天
和
三
年
刊
）
・
『
孟
蘭
盆

経
疏
新
記
直
講
』
莚
宝
六
年
序
）
の
二
書
が
、
最
も
顕
著
な
例
で
あ
る
。

さ
て
、
［
Ⅲ
］
芸
能
風
俗
の
考
証
・
紹
介
を
、
比
較
の
最
終
と
し
た
い
○
件
の
条
に
お
け
る
恵
空
の
姿
勢
は
、
二
つ
に
分
類
で
き
る
。

折
し
も
、
恵
空
が
釈
迦
八
相
の
掛
軸
を
用
意
し
た
寛
文
年
中
に
は
、
仮
名
草
子
『
釈
迦
八
相
物
語
」
（
寛
文
六
年
刊
）
が
刊
行
さ
れ
、
後

に
、
浄
土
真
宗
の
玄
貞
が
昆
詔
釈
迦
一
代
伝
記
鼓
吹
』
（
元
禄
五
年
刊
）
を
著
し
て
い
る
。
釈
迦
八
相
は
、
仮
名
草
子
や
鼓
吹
物
に
限
ら

（
９
）

ず
、
人
口
に
膳
炎
し
た
題
材
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
わ
ざ
と
ら
し
い
ま
で
の
年
時
の
符
合
は
注
目
を
迫
る
。

恵
空
の
布
教
を
さ
ぐ
る
べ
く
、
「
随
筆
」
を
読
み
す
す
め
る
と
、
さ
ら
に
了
意
と
の
接
点
が
深
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
「
梨
窓
随
筆
』
九

「
亡
魂
忌
日
追
薦
」
に
は
、
孟
蘭
盆
会
法
要
に
催
す
「
施
餓
鬼
ヲ
モ
テ
自
力
雑
行
ト
」
す
る
者
や
、
「
孟
蘭
盆
ヲ
誹
誇
ス
ル
ャ
カ
ラ
ハ
、
王

法
ニ
ソ
ム
ヶ
ル
大
罪
ア
リ
」
と
述
べ
る
あ
た
り
で
あ
る
。

恵
空
が
孟
蘭
盆
と
施
餓
鬼
を
肯
定
す
る
の
は
、
真
宗
か
ら
転
じ
た
者
の
逆
説
的
行
動
と
い
う
よ
り
、
個
人
の
経
歴
を
越
え
た
時
代
的
な

課
題
に
依
る
。
す
な
わ
ち
、
儒
者
の
「
魂
神
瓢
散
の
説
」
と
い
う
仏
教
批
判
で
あ
る
。
ま
た
、
孟
蘭
盆
に
は
目
蓮
説
話
に
象
徴
さ
れ
る

「
孝
」
の
問
題
が
介
在
し
て
い
る
。
「
梨
窓
随
筆
」
同
条
は
、
こ
れ
に
対
し
て
「
神
瓢
散
ス
ト
イ
ヒ
ナ
ガ
ラ
、
何
ゾ
鬼
神
感
応
ノ
説
ヲ
ナ
ス

告
な
の
で
あ
る
。

ヤ
」
と
反
駁
を
述
べ
る
。

月
十
五
日
及
四
月
八
日
ノ
両
日
ニ
ハ
、
世
人
ノ
タ
メ
ニ
コ
レ
ヲ
仏
閣
二
懸
」
け
る
の
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
、
釈
迦
八
相
の
掛
軸
に
は
、
助
縁
者
が
存
在
し
た
。
『
梨
窓
随
筆
」
十
に
よ
れ
ば
、
そ
の
一
人
は
真
言
宗
の
信
者
で
あ
っ
た
と

い
う
。
つ
ま
り
、
学
者
の
自
己
満
足
で
な
く
、
坊
主
恵
空
が
、
檀
家
の
範
嶬
を
越
え
て
、
広
く
在
家
一
般
と
共
に
行
っ
た
布
教
の
実
体
報
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第
一
は
偲
偏
師
の
考
証
で
、
正
月
の
祝
言
芸
を
喜
び
、
日
一
那
寺
を
忌
む
俗
習
の
常
を
批
判
的
に
見
る
、
学
僧
ら
し
い
姿
勢
。
第
二
は
琵
琶

法
師
の
考
証
で
、
『
徒
然
草
参
考
』
を
著
す
学
者
と
し
て
の
、
古
典
注
釈
か
ら
こ
ぼ
れ
出
る
豊
富
な
知
識
の
開
陳
で
あ
る
。
ま
た
、
恵
空

の
述
作
に
は
、
「
法
音
抄
」
（
貞
享
元
年
刊
）
な
る
謡
曲
の
注
釈
も
存
在
す
る
。
仏
教
的
注
釈
に
偏
向
す
る
も
の
の
、
こ
の
方
面
に
対
す
る

ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
関
心
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

一
方
、
了
意
も
件
の
考
証
を
仮
名
草
子
中
に
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
東
海
道
名
所
記
」
に
お
け
る
、
芝
居
・
芸
能
民
（
琵
琶
法

師
・
祭
文
語
り
）
の
紹
介
と
考
証
で
あ
る
。
今
日
の
芸
能
研
究
書
に
お
い
て
も
、
「
祭
文
語
り
」
の
項
に
、
必
ず
『
東
海
道
名
所
記
」
を

引
用
す
る
ご
と
く
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
し
め
る
。
こ
う
し
た
「
作
品
」
の
結
構
と
絡
め
て
表
出
さ
れ
た
考
証
も
、
実
の
と
こ
ろ
同
時

代
的
な
学
僧
と
共
有
さ
れ
る
形
で
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
三
点
に
わ
た
り
、
了
意
の
仏
書
の
み
な
ら
ず
仮
名
草
子
の
内
容
も
、
同
時
代
に
古
典
注
釈
を
手
が
け
た
学
僧
恵
空
の
関
心
と
、

そ
れ
程
遠
い
位
置
に
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

恵
空
の
「
梨
窓
随
筆
」
に
は
、
規
範
と
な
る
べ
き
先
例
が
存
在
し
た
。
中
国
明
代
の
僧
侶
、
雲
棲
株
宏
の
「
竹
窓
随
筆
」
（
承
応
二
年
和

刻
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
恵
空
の
「
梨
窓
随
筆
」
は
、
所
々
に
「
竹
窓
随
筆
」
を
引
用
す
る
。
し
か
し
、
両
者
の
影
響
関
係
は
、
本
文
を
検

討
す
る
ま
で
も
な
く
、
も
っ
と
単
純
か
つ
重
大
な
点
に
表
れ
る
。
第
一
に
「
竹
窓
」
に
対
す
る
「
梨
窓
」
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
「
竹

窓
随
筆
』
の
続
編
は
『
竹
窓
二
筆
」
「
竹
窓
三
筆
」
で
あ
る
が
、
「
梨
窓
随
筆
」
も
ま
た
同
様
に
「
梨
窓
二
筆
」
「
梨
窓
三
筆
」
の
続
編
を

具
え
る
こ
と
。
第
三
は
書
物
の
体
裁
で
あ
る
。
即
ち
、
「
竹
窓
随
筆
」
の
扉
は
、
中
国
仏
書
の
香
も
高
く
、
図
版
１
の
と
お
り
。
そ
れ
に

続
く
図
版
２
は
「
梨
窓
随
筆
』
の
扉
。
件
の
ご
と
く
、
「
梨
窓
随
筆
」
が
漢
籍
の
体
裁
を
模
倣
し
、
「
竹
窓
随
筆
」
へ
の
追
随
意
識
の
下
に

二
、
「
随
筆
」
と
い
う
入
れ
物
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【図版1】汲古書院和刻本漢籍随筆集15所収「竹窓随筆」
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【図版2】刈谷市立図書館所蔵「梨窓随筆』（享保六年刊本の後印本）
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怪
異
談
を
少
な
か
ら
ず
収
載
す
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
新
し
く
登
場
し
た
『
東
湖
随
筆
」
と
は
、
い
か
な
る
内
容
の
書
物
で
あ
る
の
か
。
そ
の
序
文
は
、
「
小
児
ノ
輩
、
燭
ヲ

剪
テ
、
夜
話
ヲ
好
」
む
が
、
教
育
上
好
ま
し
く
な
い
の
で
、
「
嘉
言
善
行
」
を
類
聚
し
た
由
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
「
燭
ヲ
剪
ル
」
の
文
言

は
、
件
の
書
も
ま
た
「
剪
燈
新
話
」
、
ひ
い
て
は
百
物
語
の
法
式
と
無
縁
で
な
い
事
情
を
明
す
。
ま
た
、
内
容
に
お
い
て
も
同
様
、
巻
一
‐

三
二
「
伎
児
冤
魂
の
事
実
」
・
巻
二
’
三
一
「
二
口
口
月
八
三
義
」
・
巻
四
’
十
四
「
徐
申
ガ
妻
児
ヲ
凍
餓
シ
殺
ス
」
（
徐
鉄
臼
の
話
）
等
の

と
に
な
る
。

か
の
書
籍
目
録
の
「
故
事
」
部
は
、
『
事
文
類
聚
』
を
筆
頭
に
全
八
十
四
書
を
登
載
す
る
。
こ
の
内
、
「
随
筆
」
を
名
の
る
日
本
人
の
著

作
に
、
貞
享
元
年
刊
の
「
東
湖
随
筆
』
（
五
巻
五
冊
・
稲
垣
龍
軒
作
）
が
あ
る
。
件
の
書
は
、
故
事
説
話
を
羅
列
し
た
だ
け
の
全
き
故
事

集
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
恵
空
の
時
代
に
お
け
る
「
随
筆
」
は
、
故
事
説
話
と
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
書
名
と
し
て
も
存
在
し
た
こ

成
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
と
同
様
、
前
節
に
と
り
あ
げ
た
「
閑
窓
和
筆
』
も
ま
た
、
か
の
「
和
筆
」
が
何
に
対
す

る
「
和
」
な
の
か
、
自
ず
と
暴
露
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
の
「
随
筆
」
と
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
。
「
中
国
学
芸
大
事
典
」
（
近
藤
春
雄
著
・
大
修
館
書
店
刊
）
は
、
「
思
う
に
、

随
筆
に
は
、
雑
記
・
漫
録
・
叢
談
・
夜
話
・
日
録
・
筆
談
な
ど
、
み
な
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
内
容
も
学
術
的
な
も
の
か
ら
里
巷
の
問
談

異
聞
に
至
る
ま
で
雑
多
で
あ
る
。
」
と
解
説
す
る
。

（
ｕ
）

で
は
、
近
世
書
林
書
籍
目
録
の
分
類
は
、
い
か
よ
う
で
あ
る
の
か
。
「
五
の
目
録
」
こ
と
元
禄
五
年
刊
の
愚
書
籍
目
録
』
は
、
「
竹
窓

随
筆
」
を
仏
書
の
「
禅
宗
」
に
、
『
梨
窓
随
筆
」
「
閑
窓
和
筆
」
の
二
害
を
「
故
事
」
部
に
分
類
す
る
。
件
の
書
籍
目
録
に
お
け
る
『
竹
窓

随
筆
」
の
分
類
は
、
株
宏
の
他
の
著
作
と
ま
と
め
て
記
す
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
『
梨
窓
随
筆
』
『
閑
窓
和
筆
』
の
分
類
は
、
内
容
に
か

か
わ
る
問
題
を
も
提
示
す
る
。
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①
～
③
と
も
、
典
拠
を
「
続

ま
た
、
同
じ
了
意
の
仏
書
で
も
、

①
「
愚
迷
発
心
集
直
談
」
巻
而

昔
仏
在
世
ノ
時
、
一
リ
ノ
壁

②
『
東
湖
随
筆
」
巻
五
’
十
八

昔
仏
在
世
ノ
時
、
一
リ
ノ
聖

③
「
阿
弥
陀
経
鼓
吹
」
巻
十
』

昔
仏
在
世
ノ
時
、
一
リ
ノ
砦

で
は
、
典
拠
の
面
に
お
い
て
、
い
か
よ
う
で
あ
る
の
か
。
実
を
い
う
と
、
「
東
湖
随
筆
」
全
二
○
五
条
の
内
、
二
十
五
条
は
、
浅
井
了

（
吃
）

意
の
「
愚
迷
発
心
集
直
談
」
（
刊
年
不
明
）
を
直
接
の
典
拠
と
す
る
。
そ
の
実
例
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
な
お
、
③
に
「
太
平
広
記
」

を
あ
げ
た
理
由
は
、
了
意
の
羅
剛
法
林
樵
談
」
が
、
数
条
ま
と
め
て
件
の
書
か
ら
抜
粋
・
翻
訳
す
る
の
で
、
典
拠
と
判
断
し
た
故
で
あ

る
0

③
「
太
平
広
記
」
巻
二
四

②
「
東
湖
随
筆
」
巻
五
－
二
三

①
「
愚
迷
発
心
集
直
談
」
巻
五
’
二
六

Ｉ

晋
ノ
太
元
年
中
二
沙
門
竺
曇
遂
ハ
、
年
二
十
余
ニ
シ
テ
白
哲
端
正
の
美
僧
也
。
流
俗
獺
惰
ノ
心
ヲ
起
シ
テ
如
法
ノ
修
道
ナ
シ
、

晋
太
元
中
謝
家
沙
門
竺
曇
遂
年
二
十
余
白
哲
端
正
流
落
沙
門

～
③
と
も
、
典
拠
を
「
続
捜
神
記
』
と
記
す
。
だ
が
、
②
の
波
線
部
以
下
は
、
①
に
拠
ら
ず
し
て
は
起
こ
り
え
な
い
補
筆
で
あ
る
。

、
同
じ
了
意
の
仏
書
で
も
、
次
の
よ
う
な
差
異
を
き
た
す
場
合
が
あ
る
。

「
愚
迷
発
心
集
直
談
」
巻
四
’
二
五

昔
仏
在
世
ノ
時
、
一
リ
ノ
道
人
有
り
。
河
辺
ノ
樹
下
ニ
在
テ
、
学
道
十
二
年
ノ
中
二
貧
想
除
コ
ラ
ズ
、

Ｉ

晋
ノ
太
元
年
中
二
沙
門
竺
曇
遂
ハ
、
年
二
十
余
ニ
シ
テ
白
哲
端
正
の
美
僧
也
。
流
俗
獺
惰
ノ
心
ヲ
起
シ
テ
如
法
ノ
修
道
ナ
シ
、

一
リ
ノ
道
人
有
り
。

巻
十
七
，
一

リ
ノ
道
人
有
り
。
河
ノ
辺
リ
ニ
住
シ
テ
、
樹
下
二
座
シ
テ
、
学
ヲ
学
ス
ル
コ
ト
道
十
二
年
ヲ
経
テ
、
終
二
妄
念

河
辺
ノ
樹
下
ニ
在
テ
、
学
道
十
二
年
ノ
中
二
負
想
除
コ
ラ
ズ
、
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①
・
③
は
、
共
に
了
意
の
仏
書
で
あ
る
が
、
③
だ
け
異
る
。
つ
ま
り
、
数
あ
る
了
意
の
仏
書
中
で
も
、
特
定
の
一
書
に
限
定
で
き
る
わ

け
で
あ
る
。
左
記
は
、
以
上
の
検
討
を
加
え
て
、
両
者
に
依
拠
関
係
が
認
め
ら
れ
た
一
覧
で
あ
る
。

「
東
湖
随
筆
」
「
愚
迷
発
心
集
直
談
』

一
，
五
愚
猿
井
中
ノ
月
ヲ
取
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
縁
愚
迷
四
’
七

一
，
八
劉
希
夷
白
頭
ノ
翁
ノ
詠
愚
迷
三
’
二
四

一
‐
九
鄭
蜀
賓
ガ
詩
識
愚
迷
三
’
二
四

一
‐
十
玄
都
観
ノ
事
愚
迷
二
’
九

一
‘
十
一
階
秦
王
俊
死
後
ノ
名
碑
愚
迷
二
’
七

一
‐
十
四
上
陽
白
髪
人
ノ
事
実
愚
迷
四
，
一

一
，
二
八
五
種
ノ
衰
損
愚
迷
二
，
一

一
－
二
九
瑛
羅
王
三
使
愚
迷
二
’
二
三

一
，
三
十
部
康
節
杜
鵤
ヲ
聴
ク

愚
迷
二
’
十
三

一
，
三
一
晋
ノ
平
公
勤
学
愚
迷
四
’
十
七

一
－
三
二
伎
児
冤
魂
ノ
事
実
愚
迷
四
’
十
五

一
，
三
三
沙
弥
浮
木
の
瞼
ヲ
悟
ル
愚
迷
三
’
二

二
’
二
四
白
象
聞
法
芳
方
愚
迷
四
’
二
八

四
’
三
張
果
ガ
方
術
愚
迷
三
’
十
四

ヲ
除
息
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
。
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四
’
三
七
国
王
落
花
二
依
ツ
テ
悟
道
ス
愚
迷
二
’
十
四

五
’
十
三
漢
ノ
李
夫
人
ノ
事
実
愚
迷
二
’
十
七

五
’
十
四
智
則
清
貧
愚
迷
六
’
十
三

五
’
十
六
一
蛇
多
尾
相
争
う
縁
愚
迷
四
’
八

五
’
十
七
農
家
死
ヲ
悲
シ
マ
ザ
ル
縁
愚
迷
四
’
十
四

五
’
十
八
亀
六
ヲ
蔵
す
縁
愚
迷
四
’
二
五

五
’
十
九
貧
人
銀
襄
ヲ
拾
う
瞼
愚
迷
一
，
二
三

五
’
二
十
僧
規
冥
途
ヲ
見
ル
愚
迷
三
’
二
十

五
’
二
一
宋
皇
后
讃
死
愚
迷
三
’
十
九

五
’
二
三
曇
遂
廟
神
ト
成
ル
愚
迷
五
’
二
六

五
’
二
四
飲
酒
五
戒
ヲ
破
ル
縁
愚
迷
五
’
二
七

数
量
の
点
で
い
え
ば
、
わ
ず
か
一
割
強
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
右
の
事
例
が
示
唆
す
る
問
題
は
、
け
っ
し
て
小
さ
く
な
い
。
旧
槁
に

述
べ
た
ご
と
く
、
『
合
類
大
因
縁
集
』
貫
享
三
年
刊
）
の
七
割
は
了
意
仏
書
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
条
で
あ
っ
た
。
了
意
の
仏
書
と
は
、
と
り

も
な
お
さ
ず
「
鼓
吹
」
と
題
さ
れ
た
経
典
の
通
俗
注
釈
害
。
対
す
る
「
合
類
大
因
縁
集
』
の
外
題
は
星
卵
説
法
因
縁
集
』
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
通
俗
注
釈
か
ら
説
教
用
の
説
話
集
た
る
「
因
縁
集
」
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
近
世
の
特
異
な
現
象
で
な
く
、
中

世
以
来
続
く
営
為
の
延
長
線
上
に
存
在
し
よ
う
。
た
だ
し
、
商
業
出
版
機
構
か
ら
誕
生
し
た
、
新
時
代
の
到
来
を
象
徴
す
る
画
期
的
存
在

（
過
）

で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
『
東
湖
随
筆
」
の
存
在
は
、
そ
う
し
た
『
合
類
大
因
縁
集
」
を
も
、
時
代
遅
れ
な
存
在
と
断
言
さ
せ
る
に
充
分
な
材
料
を
提
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書
名
に
新
し
さ
を
有
す
る
「
東
湖
随
筆
』
は
、
実
の
と
こ
ろ
何
の
変
哲
も
な
い
故
事
集
で
し
か
な
い
。
そ
の
記
述
形
態
は
、
各
条
の
題

名
の
下
に
典
拠
名
を
記
す
、
他
に
い
く
ら
も
類
例
の
あ
る
仕
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
「
東
湖
随
筆
」
よ
り
二
年
前
に
刊
行
さ
れ
る

了
意
の
「
新
語
園
」
（
天
和
二
年
刊
）
こ
そ
、
件
の
体
裁
を
有
す
る
故
事
集
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
東
湖
随
筆
」
に
は
及
び
も
つ
か
な
い

流
麗
な
文
章
で
綴
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
新
語
園
』
は
、
あ
く
ま
で
も
先
行
の
「
語
園
』
に
追
随
す
る
「
新
』
で
あ
る
。
流
行
を
察
知
す

る
に
敏
で
あ
っ
た
は
ず
の
了
意
の
作
品
に
は
、
奇
妙
と
い
う
べ
き
現
象
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
書
名
に
起
因
す
る
現
象
は
、
『
新
語
園
」
に
止
ま
ら
な
い
。
了
意
の
仏
書
編
”
法
林
樵
談
』
完
禄
四
年
刊
）
も
ま
た
、
件
の

（
Ｍ
）

体
裁
を
有
す
る
書
物
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
中
国
怪
異
談
に
富
み
、
幻
術
の
奇
妙
、
酷
虐
の
猟
奇
を
盛
り
込
む
。
「
東
湖
随
筆
』
「
法
林

樵
談
』
が
双
方
共
に
載
せ
る
「
崇
傭
」
の
幻
術
説
話
に
せ
よ
、
『
法
林
樵
談
」
の
方
が
省
略
な
く
、
ま
た
文
章
も
流
麗
で
あ
る
。
だ
が
、

ゆ
え
に
、
恵
空
が
自
身
の
雑
著
を
成
す
に
あ
た
り
、
中
国
高
僧
の
「
随
筆
」
を
慕
っ
た
の
も
至
極
当
然
の
行
為
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
同
時
代
的
に
は
、
直
談
の
抜
き
書
き
に
な
お
も
依
存
す
る
故
事
集
に
対
し
て
も
「
随
筆
」
と
命
名
す
る
ご
と
き
、
新
た
な
方
向
性

も
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
随
筆
」
は
、
故
事
説
話
の
新
し
い
入
れ
物
で
あ
っ
た
。

供
す
る
。
そ
の
新
し
さ
は
書
名
で
あ
る
。
「
因
縁
集
」
と
は
、
説
教
用
の
説
話
集
に
付
け
ら
れ
る
、
お
よ
そ
一
般
名
詞
に
近
い
書
名
で
あ

る
。
小
林
文
庫
本
「
因
縁
集
』
に
せ
よ
、
大
正
大
学
本
『
因
縁
集
」
に
せ
よ
、
説
教
僧
が
手
控
え
用
に
作
成
し
た
写
本
は
、
皆
「
因
縁
集
」

を
名
の
る
。
思
う
に
、
「
因
縁
」
と
は
説
教
に
お
け
る
「
讐
嶮
因
縁
談
」
を
指
す
語
で
あ
り
、
在
家
の
好
事
的
行
為
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

要
す
る
に
「
因
縁
集
」
と
は
、
抹
香
臭
い
題
名
な
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
説
教
に
は
「
説
教
坊
主
」
の
蔑
称
が
具
わ
る
ご
と
く
、
高
級
な

を
名
の
る
。
思
う

要
す
る
に
「
因
縁
崖

イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。

三
、
了
意
仏
書
は
時
代
遅
れ
な
の
か
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あ
く
ま
で
も
「
法
林
」
を
冠
す
る
「
因
縁
集
」
で
し
か
な
い
。
後
世
の
改
題
書
名
も
ま
た
『
三
国
因
縁
謹
」
（
明
和
五
年
刊
）
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
前
節
に
あ
げ
た
元
禄
五
年
書
籍
目
録
の
「
故
事
」
部
で
、
「
随
筆
」
を
名
の
る
の
は
、
実
の
と
こ
ろ
『
梨
窓
随
筆
』
と
一
束
湖

随
筆
」
の
二
書
だ
け
で
あ
る
。
す
で
に
一
条
兼
良
の
「
東
斎
随
筆
」
が
成
立
し
て
い
た
に
し
ろ
、
当
時
の
我
国
に
お
け
る
故
事
集
の
書
名

と
し
て
は
、
未
だ
冒
険
性
に
満
ち
た
命
名
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
「
随
筆
」
を
一
度
も
名
の
ら
な
い
了
意
で
あ
る
が
、
株
宏
の
「
竹
窓
随
筆
」
を
知
ら
な
い
わ
け
が
な
い
の
で
あ
る
。
了
意
の

「
戒
殺
放
生
物
語
」
の
典
拠
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
株
宏
の
「
戒
殺
放
生
文
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
、
了
意
が
敢
え
て
そ
れ
を
跨
い
で
通

り
す
ぎ
た
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
は
何
ゆ
え
か
。

『
戒
殺
放
生
物
語
」
に
徴
し
て
考
え
る
と
、
事
は
さ
ら
に
明
解
に
な
ろ
う
。
件
の
作
品
は
今
日
稀
少
な
伝
本
数
で
は
あ
る
が
、
説
教
の

世
界
に
お
い
て
、
件
の
主
題
と
説
話
は
む
し
ろ
主
流
で
あ
っ
た
。
漢
詩
人
と
し
て
名
高
い
天
台
宗
の
慈
周
が
著
す
「
放
生
功
徳
集
」
（
天

（
喝
）

明
元
年
序
）
の
改
題
書
名
が
、
「
説
法
因
縁
集
」
（
刊
年
不
明
）
で
あ
る
こ
と
に
も
、
「
戒
殺
・
放
生
」
の
位
相
が
示
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、

「
竹
窓
随
筆
」
な
る
高
尚
で
耳
慣
れ
な
い
と
こ
ろ
を
わ
ざ
と
避
け
て
、
前
時
代
の
説
教
用
説
話
集
に
連
絡
し
、
な
お
か
つ
新
し
い
中
国
の

書
物
の
内
容
を
選
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

す
る
と
、
書
物
の
命
名
に
お
い
て
も
同
様
に
、
内
容
の
充
実
と
は
裏
腹
な
、
誰
に
で
も
す
ぐ
わ
か
る
、
ち
ょ
っ
と
古
く
（
追
随
）
、
な

お
か
つ
少
し
高
級
感
の
有
る
ス
タ
イ
ル
を
、
わ
ざ
と
標
傍
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
「
法
林
・
樵
談
」
の
組
合
わ
せ
は
、
そ
の
具
体
と
し

て
理
解
さ
れ
よ
う
。
流
行
を
察
知
す
る
に
敏
と
評
さ
れ
る
了
意
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
外
づ
ら
作
り
も
同
時
に
巧
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

了
意
の
仏
書
は
、
代
表
的
な
仮
名
草
子
が
刊
行
さ
れ
た
後
の
著
作
で
あ
る
た
め
、
と
も
す
れ
ば
仮
名
草
子
作
家
の
名
声
に
乗
じ
た
余
裕

緯
々
と
し
た
活
動
の
ご
と
く
に
も
錯
覚
さ
れ
る
が
、
そ
の
実
、
仮
名
草
子
を
上
回
る
、
売
れ
る
た
め
の
余
儀
な
き
「
計
算
」
が
施
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。
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春
鶯
の
評
に
お
い
て
は
、
仮
名
草
子
「
狗
張
子
』
も
地
誌
『
雍
州
府
志
』
も
、
な
ぜ
か
し
ら
等
位
の
資
料
で
あ
る
。
し
か
も
、
浅
井
了

意
を
「
了
意
師
」
と
呼
び
、
黒
川
道
佑
を
「
黒
川
」
と
呼
び
捨
て
に
さ
え
す
る
。
む
ろ
ん
、
一
般
的
に
は
「
林
道
春
ガ
ー
ー
こ
と
い
う
具

合
に
、
敬
称
の
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
「
師
」
の
有
る
も
の
と
無
い
も
の
で
、
際
立
っ
た
落
差
を
見
せ
る
。
了

意
の
名
声
ゆ
え
に
、
仮
名
草
子
の
怪
異
小
説
が
、
考
証
材
と
し
て
分
解
さ
れ
、
そ
れ
自
身
に
も
典
拠
考
証
を
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

奇
し
く
も
、
そ
れ
は
後
世
の
通
俗
仏
書
の
中
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

も
う
一
方
は
、
仮
名
草
子
の
怪
異
小
説
が
唱
導
の
話
材
に
解
体
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
「
幡
随
意
上
人
諸
国
行
化
伝
』
（
宝
暦
五
年
刊
）
巻

一
‐
四
「
伝
Ｐ
病
ヲ
治
シ
給
フ
事
」
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
件
の
条
は
、
了
意
の
仮
名
草
子
「
伽
蝉
子
』
巻
十
三
’
四
「
伝
Ｐ
穰
去
」
を
典
拠

（
肥
）

と
す
る
。
こ
の
ほ
か
巻
二
’
五
「
宇
治
ノ
瘻
女
ヲ
教
化
シ
給
フ
事
」
は
、
瘤
の
中
か
ら
怨
魂
の
化
し
た
蛇
が
出
る
話
で
、
や
は
り
「
伽
蝉

子
』
十
三
’
三
「
蛇
瘤
の
中
よ
り
出
」
と
類
似
の
構
成
を
見
せ
る
。
了
意
の
著
作
中
、
伝
Ｐ
病
は
「
伽
脾
子
」
ば
か
り
で
な
く
、
『
仏
説
十

王
経
直
談
』
に
も
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
仏
書
な
ら
ぬ
『
伽
脾
子
」
の
方
が
唱
導
材
の
領
域
に
回
帰
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

事
、
了
意
師
ノ
犬
波
圭

の
典
拠
考
証
を
行
う
。

通
俗
仏
書
に
お
け
る
了
意
の
工
夫
は
、
見
事
に
功
を
奏
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
奇
妙
な
現
象
を
も
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
具
体
と
し
て
、
了
意
の
仮
名
草
子
が
辿
っ
た
軌
跡
を
二
例
報
告
し
た
い
。

認
畦
扶
桑
怪
談
弁
述
紗
』
（
寛
保
二
年
刊
）
巻
一
〒
九
「
蜘
蛛
塚
妖
怪
」
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
件
の
条
は
、
「
洛
東
五
条
ノ
北
、
烏

丸
大
善
院
ニ
ァ
ル
蜘
蛛
塚
ハ
」
で
始
ま
る
怪
異
談
に
関
わ
る
一
条
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
作
者
春
鶯
の
評
は
、
「
鶯
按
ズ
ル
ニ
、
是
ノ

事
、
了
意
師
ノ
犬
波
李
古
、
黒
川
力
雍
州
府
志
ニ
モ
載
タ
リ
」
云
々
で
あ
る
。
重
ね
て
春
鶯
は
『
酉
陽
雑
俎
」
の
一
条
を
引
い
て
、
一
種

四
、
過
去
の
大
唱
導
家
「
釈
了
意
」
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旧
稿
に
述
べ
た
ご
と
く
、
了
意
自
身
に
お
け
る
「
伽
脾
子
」
の
位
置
づ
け
は
、
「
堪
忍
記
』
や
『
戒
殺
放
生
物
語
」
と
全
く
異
な
っ
て

い
た
。
そ
の
証
左
と
も
い
う
べ
く
、
「
戒
殺
放
生
物
語
」
・
「
堪
忍
記
」
の
二
書
に
は
、
自
身
の
仏
書
の
中
で
、
記
述
の
足
り
な
い
部
分

（
Ⅳ
）

を
件
の
二
書
に
よ
っ
て
参
照
補
足
せ
よ
と
の
指
示
を
記
す
が
、
「
伽
脾
子
」
に
対
し
て
は
そ
れ
を
行
わ
な
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
「
伽
蝉

子
」
の
確
立
し
た
方
法
の
上
に
、
後
の
作
品
が
花
開
い
て
い
っ
た
、
近
世
怪
異
小
説
の
文
学
史
が
存
在
す
る
。

し
か
し
、
了
意
以
後
の
通
俗
仏
書
に
お
い
て
は
、
了
意
の
仮
名
草
子
を
再
び
解
体
の
方
向
へ
向
か
わ
せ
る
行
為
が
な
さ
れ
た
。
結
局
、

過
去
の
大
唱
導
家
と
し
て
の
権
威
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
本
来
的
に
そ
の
知
識
が
、
成
立
時
期
の
学
僧
と

等
し
き
位
相
の
関
心
事
で
あ
る
が
故
、
件
の
ご
と
き
利
用
に
も
供
し
得
た
こ
と
に
な
る
。

（
１
）
「
新
訂
黒
田
家
譜
」
（
川
添
昭
二
氏
校
訂
・
文
献
出
版
・
昭
和
五
十
八
年
）
。
倉
員
正
江
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
２
）
た
と
え
ば
『
法
華
鷲
林
拾
葉
紗
」
に
お
い
て
は
、
「
提
婆
品
」
龍
女
成
仏
の
下
り
を
釈
す
る
に
あ
た
り
、
語
句
注
釈
の
領
域
を
遙
か
に
越
え
て
、

円
密
一
致
の
思
惟
を
展
開
す
る
。
し
か
し
、
浄
土
教
系
の
宗
派
が
台
頭
す
る
近
世
仏
書
に
お
い
て
は
、
説
話
ば
か
り
が
奇
抜
な
内
容
に
な
る
だ
け
で
、

天
台
宗
的
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
思
考
展
開
は
二
度
と
展
開
さ
れ
な
く
な
る
。
加
え
て
、
経
の
文
句
に
付
随
す
る
説
話
も
、
類
書
に
お
け
る
「
事
実
」
に
相

当
す
る
辞
書
的
用
例
に
過
ぎ
な
い
記
し
方
と
な
る
。

編
輯
の
姿
勢
と
し
て
は
、
浄
土
宗
の
必
夢
の
鼓
吹
物
が
実
は
了
意
の
そ
れ
を
利
用
し
た
二
次
的
産
物
に
す
ぎ
な
い
事
例
も
存
在
す
る
（
「
当
館
所

蔵
必
夢
の
仏
書
三
種
井
に
そ
の
特
色
」
調
査
研
究
報
告
略
号
・
平
成
７
年
）
。

（
３
．
８
．
ｍ
）
拙
稿
「
「
堪
忍
記
」
の
性
格
」
（
「
近
世
文
芸
」
弱
号
・
平
成
三
年
）

（
４
）
高
倉
学
寮
講
師
恵
空
（
真
宗
大
谷
派
）
と
は
別
人
。
「
恵
空
編
節
用
集
大
全
研
究
並
び
に
索
引
」
（
中
田
祝
夫
氏
・
昭
和
五
十
年
・
勉
誠
社
刊
）
。
「
恵

空
伝
補
講
」
（
表
章
氏
・
『
中
田
祝
夫
博
士
功
績
記
念
・
国
語
学
論
集
」
所
収
・
昭
和
五
十
四
年
）
。

戸

洋
11
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（
５
）
「
絵
語
り
と
物
語
り
」
（
徳
川
和
夫
氏
鶉
・
平
成
二
年
・
平
凡
社
刊
）

（
６
）
現
代
に
お
け
る
典
拠
研
究
は
、
徳
田
和
夫
氏
が
前
掲
（
４
）
の
論
考
中
に
展
開
さ
れ
る
。

（
７
）
ヨ
堪
忍
記
」
の
出
典
上
の
一
ｌ
中
国
種
の
説
話
を
中
心
に
」
（
小
川
武
彦
氏
．
「
近
世
文
学
研
究
と
評
論
」
Ⅲ
号
）

（
９
）
中
世
期
を
扱
う
研
究
に
は
、
「
真
福
寺
蔵
「
釈
迦
如
来
八
相
次
第
』
に
つ
い
て
Ｉ
中
世
仏
伝
の
新
資
料
ｌ
」
（
小
峯
和
明
氏
．
『
国
文
学
研
究
資
料

館
紀
要
」
Ⅳ
号
・
平
成
三
年
）
「
仏
伝
と
絵
解
２
１
中
世
仏
伝
の
様
相
」
（
同
氏
・
「
絵
解
き
研
究
」
９
号
・
平
成
三
年
）
が
具
わ
る
。
近
世
期
の
資

料
に
は
、
「
し
ゃ
か
八
さ
う
記
」
（
寛
文
九
年
刊
）
の
古
浄
瑠
璃
正
本
も
存
在
す
る
。

（
Ⅱ
）
こ
の
Ｕ
録
を
と
り
た
て
て
参
照
す
る
理
由
は
、
次
の
意
見
に
依
る
。
「
元
禄
ま
で
の
刊
行
物
を
多
数
網
羅
し
て
あ
る
の
で
、
後
世
ま
で
「
五
の
目

録
」
と
称
し
て
永
く
愛
用
さ
れ
た
。
（
中
略
）
こ
の
五
の
目
録
に
連
絡
す
る
享
保
十
四
年
板
以
下
の
後
期
の
部
類
わ
け
目
録
は
、
そ
の
後
の
新
刊
書

の
み
を
著
録
す
る
編
輯
方
針
を
と
っ
た
為
に
、
依
然
と
し
て
こ
の
元
禄
五
年
板
は
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
摺
印
を
重
ね
て
、
相
当

部
数
発
行
さ
れ
た
の
で
、
伝
存
本
が
多
く
、
江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
の
代
表
的
な
も
の
と
な
っ
た
」
（
斯
道
文
庫
編
「
江
戸
時
代
書
林
出
版
目
録
集

成
」
一
、
阿
部
隆
一
氏
の
「
解
題
」
に
よ
る
）
・

（
岨
）
管
見
の
範
囲
で
は
、
年
記
を
欠
く
刊
年
不
明
本
ば
か
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
延
宝
三
年
刊
晃
書
籍
題
林
」
に
登
載
さ
れ
る
の
で
、
『
東
湖
随
筆
」

よ
り
先
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
。

（
Ｂ
）
拙
稿
ヨ
合
類
大
因
縁
集
」
考
」
（
「
国
文
学
論
考
」
釣
号
・
平
成
五
年
）

（
Ｍ
）
仏
書
の
お
け
る
件
の
体
裁
は
、
『
釈
門
、
鏡
録
」
（
元
和
七
年
古
活
字
版
・
無
刊
記
整
版
）
に
顕
著
で
あ
る
。
仏
書
に
お
け
る
こ
の
体
裁
の
発
す
る

問
題
点
は
、
近
刊
の
別
稿
「
咄
本
の
素
材
」
二
講
座
日
本
の
伝
承
文
学
」
巻
四
所
収
予
定
）
に
譲
り
た
い
。

（
脂
）
「
合
類
大
因
縁
集
」
と
は
別
本
。
筆
者
の
架
蔵
本
は
無
刊
記
本
で
三
巻
三
冊
の
半
紙
本
。

（
略
）
従
前
の
指
摘
が
な
い
た
め
、
部
分
的
に
で
も
引
用
比
較
す
る
と
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
（
伽
↓
伽
蝉
子
、
幡
↓
幡
随
意
上
人
諸
国
行
化
伝
、
と

（
伽
）
宝
暦
年
中
の
事
に
や
、
中
山
中
条
親
通
の
む
す
め
、
尼
に
な
り
て
西
山
に
住
す
。
た
蕊
か
り
そ
め
に
虚
損
労
擦
の
病
に
か
、
り
、
潮
熱
咳
嗽
、

盗
汗
し
て
、
漸
々
に
痩
お
と
ろ
へ
た
り
。

略
称
。
）

（
幡
）
天
正
年
中
、
武
州
浅
草
の
辺
リ
ニ
武
将
ア
リ
、
一
人
ノ
息
女
（
中
略
）
尼
ト
ナ
シ
テ
浅
草
ノ
辺
二
庵
ヲ
構
へ
住
ミ
玉
ヒ
ヶ
リ
。
ホ
ル
ニ
、
カ

リ
ソ
メ
ニ
虚
掘
労
療
ノ
病
ニ
カ
、
リ
、
其
身
熱
シ
テ
咳
嗽
盗
汗
シ
テ
、
漸
々
ニ
ャ
セ
衰
ヘ
タ
リ
。

←

-281-



（
Ⅳ
）
拙
稿
「
二
伽
蝉
子
』
ｌ
序
文
釈
義
ｌ
」
（
『
み
え
な
い
世
界
の
文
学
誌
』
所
収
・
平
成
六
年
・
ぺ
り
か
ん
社
刊
）
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